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事業名 １ わかやま企業成長戦略事業 （１）中小企業支援センター事業

Ｈ25決算 720 財源内訳 国 － 県 720 負担金 － その他 －

事 業 ア ・やる気企業の総合相談窓口として、あらゆる相談にワン･ストップで対応
内 容 ・下請事業者相談窓口として｢下請駆け込み寺｣で対応

相談件数

＜プロジェクト･マネージャーが対応＞
総 合 マーケティング、経営全般、資金、ビジネスプラン、

３９７
窓 口 技術、会社設立 等

実 績

と ＜弁護士が対応＞ ６
下 請 取引適正化、苦情紛争処理 等

成 果 ＜相談員が対応＞ ８

＜Ｈ２５年度成果＞
・お困りの内容や構想の内容をお聞きし、財団はじめ適切な窓口、施策へ橋渡し
を行いました。(総合窓口相談)

・下請相談により、相談者の方から解決の糸口を見つけることができた案件もあ
りました。(下請相談)

事業名 １ わかやま企業成長戦略事業（１）中小企業支援センター事業

Ｈ25決算 135 財源内訳 国 － 県 135 負担金 － その他 －

事 業 イ 県内中小企業への情報提供（HP及びサポートメール）
内 容 ウ わかやま産業総合支援機構（らいぽ）

イ 情報提供

実 績 ホームページ閲覧回数 平成25年度計 678,270 ＊サポートメールは、商工

と 関係のみならず、産業界

成 果 サポートメール発信数 毎週木曜日 2,617 の皆さんに役立つ情報を

数多く提供しています。

＜Ｈ２５年度成果＞
・サポートメールへの各支援機関からの掲載依頼が増加しています。
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事業名 １ わかやま企業成長戦略事業 （１）中小企業支援センター事業

Ｈ25決算 483 財源内訳 国 － 県 483 負担金 － その他 －

エ ・商工会等から提出された「企業カルテ」の処方をプロデュースするための
事 業 評価を実施 ＜企業カルテ評価委員会＞
内 容 ・産学官で共同研究を行う連携体から提出された未来企業育成事業の選定に

係る審査を実施＜事業可能性評価委員会＞

○企業カルテ委員会

委員会開催回数 ４

カルテ提出件数 １７７

選定企業数 ３６

支援対象企業選定について議論がおこなわれています。

実 績 ＊企業カルテ評価委員８名（学識経験者、中小企業診断士、関係行政機関等）
と
成 果 ＜Ｈ２５年度成果＞

・選定企業を対象としたプロデュース(課題発見等)を行った結果、うち２件が２
５年度財団事業(わかやま中小企業元気ファンド事業、専門家派遣事業)活用に
至りました。

○事業可能性評価委員会

委員会開催回数 １ ＊事業可能性評価委員６名（学識経験

申請件数 １５ 者、企業経営者、金融機関、関係行

選定件数 ６ 政機関）

＜Ｈ２５年度成果＞
・選定企業は、財団｢未来企業育成事業｣を受託し、事業化に向けて研究を進めら
れました。

事業名 １ わかやま企業成長戦略事業 （２）専門家設置事業

Ｈ25決算 13,707 財源内訳 国 － 県 13,707 負担金 － その他 －

事 業 中小企業者等からの各種相談、ベンチャー起業発掘及び支援体制構築等相談サー
内 容 ビスに対応するための専門職員を配置

相談対応件数

プロジェクトマネージャー(１名；再掲) ３９７
実 績
と インキュベーションマネージャー(１名) ５０４
成 果

＜Ｈ２５年度成果＞
・各マネージャーが企業からの相談に対応し、指導助言を行うとともに、財団、
県ほかの施策情報を提供しました。
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事業名 １ わかやま企業成長戦略事業 （３）専門家派遣事業

Ｈ25決算 7,957 財源内訳 国 － 県 6,483 負担金 1,474 その他 －

ア 専門家チーム１０名による県内中小企業のビジネスプラン実現に向けた支援
事 業 実施＜企業プロデュース＞

イ 経営、技術、情報化等の専門家を派遣し、診断助言活動を実施
内 容 ウ 先進企業ＯＢチームを組織し、ものづくりに関する技術改善、生産管理等総合

的にアドバイスを実施

ア 企業プロデュース

派遣企業数 延べ派遣件数

専門家チーム派遣 ３３ ５３

＜Ｈ２５年度成果＞
・専門家チームが企業訪問を実施し、
企業が抱える課題解決のため助言を

実 績 実施するとともに、必要に応じて財団、
と 県等の施策などを紹介しました。
成 果

プロデュース実施の様子

イ 専門家派遣、 ウ ものづくり支援アドバイザー(先進企業ＯＢチーム)

派遣企業数 延べ派遣回数

イ 中小企業診断士等専門家派遣 ２４ １９７

ウ 先進企業ＯＢチーム派遣 ３ ６０

＊被派遣企業には派遣謝金の一部を負担していただきます。

＜Ｈ２５年度成果＞
・企業の課題に則し、解決に向け適任の専門家を紹介、派遣しました。

在庫削減に向けての専門家からの提案による資料

を使って、社長、専務、各部署の担当が意見を出し

合いました。

「この部分が、キズになります」

社長から詳しくお話を伺うことで
課題を抽出します。
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事業名 １ わかやま企業成長戦略事業（４）経営支援事業

Ｈ25決算 13,377 財源内訳 国 － 県 13,377 負担金 － その他 －

○以下の事業について経費の一部を補助
事 業 ア 経営革新事業（経営革新計画に基づく新商品等開発補助）
内 容 イ 販路開拓事業（国内展示会への出展）

ウ 人材養成事業（経営管理能力及び技術力向上のための人材養成）

採択状況

事 業 名 件数 補助金額 補助率 補助限度額

ア 経営革新 ６ １０,６３９ 2/3以内 50万円～500万円以内
実 績
と イ 販路開拓 ８ ２,７３８ 1/2以内 10万円～ 50万円以内
成 果

ウ 人材養成 － － 1/2以内 10万円～ 20万円以内

＜Ｈ２５年度成果＞
・Ｈ２６年３月末現在、販路開拓事業において４０件の商談が成立しています。
商談見込件数は３０２件となっています。

事業名 １ わかやま企業成長戦略事業（５）受発注情報収集・提供、商談会等開催事業

Ｈ25決算 5,486 財源内訳 国 － 県 5,486 負担金 － その他 －

ア 企業訪問等による受・発注企業登録を推進
イ 発注企業開拓訪問などによる県内企業への情報提供、取引あっせんを実施
ウ 財団だより、中小企業(Ｐ.Ｒ.)ガイドブックの発行

事 業 エ 商談会等開催事業
内 容 ①県内外の大手メーカー等を招へいし、個別商談会を開催

②県内外の購買企業との商談の場｢わかやま産品商談会｣の開催
オ 中小企業総合展事業

独立行政法人中小企業基盤整備機構が主催する「中小企業総合展2013 in
Kansai」へ出展、和歌山県中小企業ガイドブックを通じ、県内中小企業の製
品開発力、加工技術等を紹介、受注機会の拡大に向けＰ.Ｒ.

ア 登録企業の業種別内訳

企 業 数 機械金属関係 繊 維 関 係 そ の 他

１,３６０ ４３％ ２９％ ２８％

＜Ｈ２５年度成果＞
・積極的な企業訪問を重ね、新規取引開拓に意欲ある事業者１４社を新規登録
できました。

イ 取引あっせんの状況

あっせん件数 あっせん成立件数 取引成立金額

３３５ １５ ４６，２４９
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＜Ｈ２５年度成果＞
・商談会の開催や、個別あっせんを行った結果、上記の成果となりました。

ウ 財団だより等

発 行 部 数

財団だより １,１８３／月
実 績
と 中小企業ガイドブック １,５００／年
成 果

＜Ｈ２５年度成果＞
・財団だよりは、登録企業向けには受発注情報を中心に発行、中小企業ガイド
ブックは主に県外企業向けに県内企業の技術力情報等を中心に編集し、情報提
供、ＰＲを行いました。

２０１４年版では、県内２５９社

(掲載を希望する財団登録企業)の有する「加工

技術」や「自社開発製品」などを写真入で紹介

しています。

エ 商談会等開催事業
①取引商談会

参加企業数
会 場 商談件数 開 催 日

発 注 企 業 受 注 企 業

和歌山市 ２３ ４３ １３５ H25.7.23

大 阪 市 ５０ １４ ３０ H25.9.27

京 都 市 １３０ １８ ９３ H26.2.20～21

＜Ｈ２５年度成果＞
・Ｈ２６年３月末現在、全体で４件の商談が成立しています。

ＷＩＮ･ＷＩＮの関係を目指し、熱い話し

合いが続きます。

②わかやま産品商談会

開催場所 出品企業数 購買企業数 開 催 日

和歌山市 ６７ １０２ H25.9.11
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＜Ｈ２５年度成果＞
・Ｈ２６年３月末現在、６０件の商談が成立しています。

バイヤーに向けて積極的に

Ｐ.Ｒ.、自信のアイテムで

グイグイ売り込んでいます。

オ 中小企業総合展2013 in Kansai
＜Ｈ２５年度成果＞
・来場者に、県内中小企業を紹介した技術等を紹介した「中小企
業ガイドブック」の配布を通じ、県内企業のＰＲを行い、県外
企業からの問い合わせもいただきました。

開催会場 入場者数 会 期

インテックス大阪 ７０，１９４ H25.5.29～5.31

事業名 １ わかやま企業成長戦略事業 （６）成長企業育成支援事業

Ｈ25決算 0 財源内訳 国 － 県 0 負担金 － その他 －

事 業 成長企業が抱える課題に対し、サポーターチーム(＊)を編成し、重点的・継続的
内 容 に集中支援

支援企業数 支 援 内 容

・拡販にあたってのマーケティング支援
実 績 １ ・動脈・静脈物流の食品・医療医薬・精密機器企業及び
と 物流会社との連携による拡販(具体的商品開発と販売
成 果 戦略の立案及び企業紹介)支援

＊）県担当、財団関係部長及びＰＭ並びに専門家等で構成。

＜Ｈ２５年度成果＞
・支援の最終年度であるため、当初目標の達成状況等について調査するとともに
サポーター会議を開催。今後の活動についての助言を行いました。
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事業名 １ わかやま企業成長戦略事業 （７）新成長企業育成支援事業

Ｈ25決算 330 財源内訳 国 － 県 330 負担金 － その他 －

事 業 意欲ある県内中小企業者に対し、成長を志向した計画に基づく事業活動を支援
内 容

・支援事業（3ヵ年限度）
(1)調査分析及び戦略策定支援事業（1年目限り）
(2)中核人材導入支援事業（1～3ヵ年）※H25年度は事業休止
(3)専門家派遣事業（1～3ヵ年）

・支援実績

実 績 支援企業数 支 援 内 容
と
成 果 ・調査分析及び戦略策定支援事業を実施。

１ ・H26.3にサポーター会議を開催。支援企業から事業の
進捗状況報告を受けるとともに、サポーターが助言を
実施。

＜Ｈ２５年度成果＞
・調査分析及び戦略策定支援事業について、1件を採択。
・サポーター会議を開催し、事業の進捗状況についての報告を受け、
今後の取り組みについて助言を行いました。

事業名 １ わかやま企業成長戦略事業 (８)研究開発強化事業

Ｈ25決算 21,895 財源内訳 国 － 県 21,895 負担金 － その他 －

事業 未来企業育成事業
内容 大学・公設試験研究機関等が有する研究成果や技術を有効に活用し、新事業の

創出、事業化に結びつく共同研究を支援

未来企業育成事業

共同研究テーマ 委託企業 連携機関
（中核企業）

抗菌ペプチドを利用した繊 新中村化学工業（株） 和歌山県工業技術センター
維等加工剤の開発 和歌山県立医科大学

非対称性シリコン・マイク 阪和電子工業（株） 和歌山県工業技術センター
ロミラーの開発 近畿大学

和歌山県サンショウの抗肥満 中野ＢＣ（株） 和歌山県立医科大学
効果に関する研究

八升豆に含まれるＬ－ＤＯ （株）紀州ほそ川 和歌山県工業技術センター
ＰＡを有効活用する加工技
術の開発

実 績
と 高機能化粧基剤フィトステ 築野食品工業（株） 和歌山県工業技術センター
成 果 ロールエステルの製造管理

条件・安全性および使用処
方の開発
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高機能性繊維Ａ－ＦＩＢＥ 青野パイル（株） 和歌山県工業技術センター
Ｒを活用した床ずれ防止用
具の開発

＜Ｈ２５年度成果＞

青野パイル株式会社 阪和電子工業株式会社
（左：Ａ－ＦＡＶＥＲ混合スライバを用いたハイパイルファブリック） （真空封止実装パッケージの走査実験画像）
（右：ハイパイルファブリックマット試作品例）

事業名 １ わかやま企業成長戦略事業 (９)技術・知的財産強化事業

Ｈ25決算 14,203 財源内訳 国 － 県 14,203 負担金 － その他 －

・知的財産や技術の活用、特許や技術シーズのマッチングによる事業化促進等を支
援するため、コーディネーターを配置するとともに、商用データベース等活用に
よる情報提供等を実施
ア 新事業支援コーディネーター設置(週４日)

知的財産や技術を活用したアドバイスや事業化支援等
事 業 イ 技術連携コーディネーター設置(週３日)

産学官の技術連携による研究開発と知財面の支援
内 容 ウ 科学技術コーディネーター設置(週２日)

公設試の研究成果の技術移転、産学官連携による研究開発プロジェクトの
立案等をアドバイス、コーディネート等

エ 新技術育成情報活用支援
商用データベースを活用し、先行特許情報や学術論文等の基礎的調査、情
報提供及びアドバイス

・各コーディネーターによる相談対応

相談件数

ア 新事業支援コーディネーター １６５

イ 技術連携コーディネーター １４４

ウ 科学技術コーディネーター ２８

エ 新技術育成情報活用支援
実 績
と データベース名 種 類 件 数
成 果

Ｇサーチ 企業情報、市場調査等ビジネス情報 ４１

ＮＲＩｻｲﾊﾞｰﾊﾟﾃﾝﾄ 特許(国内、海外)、意匠 ７０
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ＳＴＮeasy 化学物質、科学技術総合等 ９

ＳＡＥＧＩＳ 商標(国内、海外) ９

計 １２９

＜Ｈ２５年度成果＞
・大手企業と県内企業との知財マッチングを行い、現在進行中です。
・県内企業の技術シーズを掘り起こし、アドバイスするとともに、国・地方
公共団体等の支援等紹介し、研究開発の推進に努めました。

・企業が研究開発や特許申請を考える段階で、関連分野の先行技術、動向など
の情報収集や専門的な分析を効率的に行えるよう支援しました。

事業名 ２ 中小企業支援基盤整備促進事業

Ｈ25決算 4,792 財源内訳 国 － 県 2,387 自主財源 2,405 その他 －

事 業
・各種支援のインフラとなる企業データベース及び財団情報基盤の整備、管理

内 容

企業データ登録件数 企業データ登録件数
５，８３６件 ２，３６１件

実 績

顧客情報システム 元気企業技術データベース

(財団Ｈ.Ｐ.からご覧いただけます)

事業名 ３ 国際経済交流支援事業

Ｈ25決算 8,754 財源内訳 国 － 県 8,754 負担金 － その他 0

事 業 ①貿易、投資など、国際間取引に関する支援のための専門相談員設置
内 容 ②貿易実務講座、国際経済セミナー等各種セミナー開催

①国際サポートデスク地域別相談件数

アジア ヨーロッパ 北米 その他 合計

６２ ５ ８ １６ ９１

②講座・セミナー開催状況

開催日 講座・セミナー名 参加者数

4月24日 インドビジネスセミナー ６９

5月31日 国際経済セミナー ４６
実 績
と 6月27日 貿易実務基礎講座 ４８
成 果

7月10日 海外展開支援セミナー ３２



- 10 -

8月 8日 アジアへのサービス産業進出支援セミナー ２７

9月 4日 貿易実務講座･英文売買契約書の基礎知識 ２６

12月 9日 ブラジルビジネスセミナー ６６

12月12日 貿易実務講座・失敗事例から学ぶ貿易の ３０
リスクマネジメント

3月12日 日本・台湾ビジネスアライアンスセミナー ３５

3月19日 中国ビジネスセミナー １２

11月～1月 貿易実務者養成ゼミナール（６回） １０

＜Ｈ２５年度成果＞
・企業から寄せられた海外取引の諸課題
について、ジェトロと連携しながら、
解決をサポートしました。

・貿易実務講座、海外ビジネスセミナー
とも、実施後のアンケート結果におい
ても、今後の海外展開に向けての参考
となったとの多数評価をいただきまし
た。

・国際サポートデスク相談員を講師とし
て開催した「貿易実務者養成ゼミナー
ル」は受講者10名の少人数制で行い、
受講者から好評の声をいただきました。アジアへのサービス産業進出支援セミナーの様子

事業名 ４ わかやま中小企業元気ファンド事業

Ｈ25決算 76,856 財源内訳 国 － 県 － 自主財源 76,456 負担金 400

①地域資源を活用した新商品・新サービスの開発に助成
事 業

②中小企業者と大学・高専・公設試験研究機関が連携して行う事業化に助成
内 容

③産業支援機関による中小企業の新事業構想掘り起こし活動に助成

◎基金80億円(国64億円、県2億円、銀行等14億円)運用益を活用
＜運用益；111,691千円＞

・採択状況(計１６４,３４３千円、①および②については、最長２年間の採択)

採択
分 類 交付決定額 補 助 率 補助限度額

件数

実 績 ① Ａ ４ ４,８６８ ２/３以内 50万円～ 100万円
と 地域資源活用 但し、①において
成 果 Ｂ １８ ５７,１９５ 知事指定以外の地域 100万円～ 600万円

資源を活用する場合
② Ａ ４ １２,５９６ は１/２以内 50万円～ 400万円
新産業育成 ｢Ｂ｣は、一定以上の

Ｂ １０ ８５,２３１ 成果見込みが必要 400万円～1,000万円

③産業支援機関 ５ ４,４５３ ４/５以内 20万円～ 100万円
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＜Ｈ２５年度成果例＞
・Ｈ２３年度の完了事業において、
「大型液晶パネル用ラビングクロス」
「三宝柑を用いたアイスクリーム」
等の新商品事業化がなされました。

三宝柑を用いたアイスクリーム

事業名 ５ わかやま農商工連携ファンド事業

Ｈ25決算 24,687 財源内訳 国 － 県 － 自主財源 24,687 その他 －

県内の中小企業者等と農林漁業者の連携体が取り組む下記の事業に助成
事 業

①新商品や新サービスの開発
内 容

②新たな生産方法や新たな販売方法の開発

◎基金２０億円(国16億円・県1億円・銀行等3億円)運用益を活用
＜運用益；27,447千円＞

・採択状況(最長２年間の採択)

採択件数 連 携 内 容 交付決定額 補助率 補助限度額

･農業＋機械器具製造業 50万円
６ １９,８５４ ２/３以内

･JA＋小売業 等 ～500万円

実 績
と ＜Ｈ２５年度成果例＞
成 果 （１）農業協同組合と食品製造業など計4社のコラボにより、ゆら早生、う

んしゅうみかん、さつき八朔を使用した缶詰・ジュース菓子･アイス
クリームの加工品が完成しました。

（２）アロママッサージ業と地元森林組合との連携により、間伐材を活用し
た国産アロマエッセンシャルオイルが完成しました。
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事業名 6 わかやま産品販促支援事業 (１)海 外

Ｈ25決算 13,885 財源内訳 国 － 県 13,068 負担金 817 その他 －

ア 海外において市場調査等を開催
事 業

イ 県内中小企業が持つ優れた製品・技術力を効果的に発信するため、国外の著名
内 容

な展示会出展を支援

ア 海外市場調査等を開催

開催日 開催国 参加企業数 参加企業業種

H25.7.15～7.21 ミャンマー 6 日用品雑貨
ベトナム

H25.10.2～10.11 トルコ 5 染色、食品、
イタリア 機械 等

H25.10.7～10.11 インド 3 繊維、製造業 等

＜Ｈ２５年度成果＞
・工業団地及び企業訪問、食品市場調査、わかやまプロモーション等を実施しまし
た。あわせて商工団体、JETRO事務所等を訪問し、参加企業が海外展開を検討す
るうえでの情報収集を行うことが出来ました。

実 績
と
成 果

上記の写真は海外での商談や訪問企業で説明を受けている様子です

イ 海外出展支援

採択企業数 出展展示会 交付決定額 補助率 補助限度額

中国･香港(日用品）、
中国・上海(漆器)、

１２ ｱﾒﾘｶ・ﾆｭｰﾖｰｸ(衣料)、 ８,３１７ １/２ 100万円
ｱﾒﾘｶ･ﾗｽﾍﾞｶﾞｽ(電子)、 以内 以内
中国･上海(ゴム･樹脂) 等

＜Ｈ２５年度成果＞
・個別出展(採択企業数１２)では、これまで計４０件の商談が成立しています。
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事業名 6 わかやま産品販促支援事業 (２)国 内

Ｈ25決算 21,497 財源内訳 国 － 県 18,547 負担金 2,950 その他 －

事 業 ア 県内企業の販路拡大のために大手企業との個別面談会開催
内 容 イ 国内の専門展示会への集団出展

ア 大手企業との個別面談会開催

県側参加
開催日 大手企業名 開催場所 備 考

企業数

H25.11.18 １２ 大阪市 技術ﾆｰｽﾞ説明会
住友精密工業㈱

H26. 2.19 ２ 尼崎市 個別面談会

H26. 3.26 日本ペイント㈱ ７ 寝屋川市 個別面談会

＜Ｈ２３年度からの成果＞

・Ｈ２５年９月末現在、３社が試作品製作等を受注しています。

実 績 技術ニーズ説明会の様子

と
成 果 個別面談会でも、それぞれの分野で、活発な話し合いが

行われました。

イ 国内専門展示会集団出展(会場は、いずれも｢東京ビッグサイト｣)

展示会名 出展者数 開催期間 来場者数

機械要素技術展 ９ H25. 6.19 ～21 76,701

東京インターナショナル・ギ １１ H25. 9. 4 ～ 6 190,104
フト・ショー秋

ＩＦＦＴ／インテリアライフ ５ H25.11. 6～ 8 19,268
スタイル リビング

インターネプコン ７ H26. 1.15 ～17 61,896

＜Ｈ２４年度からの成果＞
・４展示会（機械要素技術展、東京インターナショナルギフトショー秋、インタ
ーネプコン、健康博覧会）において、平成２５年１０月現在､約80件、67,000
千円の商談が成立しています。

熱心な専門バイヤーであふれる展示会場
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事業名 7 販売力強化支援事業（わかやまビジネスサポートセンター(Ｂ.Ｓ.Ｃ.)）

Ｈ25決算 1,528 財源内訳 国 － 県 1,528 負担金 － その他 0

事 業 ①積極的な首都圏を目指す県内企業に対して営業拠点を提供
内 容 ②提供拠点入居企業支援のため、ＡＢＩＣの専門家を派遣

・入居及び支援状況

延べ専門家
入居企業数 入居者主要販路開拓品目

派遣回数

製造、情報サービス、菓子製造、
６ ３０

小売 等

入居累積企業数（平成２３年度～平成２５年度） １８企業

◎わかやまＢ.Ｓ.Ｃ.
・所 在 地；東京都港区虎ノ門郵政福祉ビル１Ｆ フォレスタ虎ノ門
・施設規模；約２.３㎡/ブース 計６ブース
・入居支援；ブース使用料(通信費用等は実費負担)、ＡＢＩＣ専門員による

活動支援、コンシェルジュ常駐 等

＜Ｈ２５年度成果例＞
・ＡＢＩＣの専門家も活用して支援を実施した結果、新たな取引先の開拓に繋が

った。また、卒業者の一部は自ら東京デスクを構えることになりました。
実 績
と
成 果 チャレンジ(入居)経験企業紹介パネル

御社初の首都圏営業拠点スペースとして活

用いただけます。(電話、ＦＡＸ、ネット環

境等は、必要に応じ各自御用意いただきま

す。)

ミーティングや打ち合わせ、入居企業間の交流に

も利用いただける共用スペースも用意されています｡
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事業名 ８ 債権管理事業

Ｈ25決算 2,522 財源内訳 国 － 県 1,817 事業収入 589 その他 116

事 業 (１) 設備資金貸付、設備貸与に係る債権回収
内 容 (２) 創造的中小企業創出(ベンチャーキャピタルを通じての投資)に係る債権回収

回収等状況

(１) 未収債権回収額；５８８,５００円
＊通常債権の回収は平成２４年度で終了。

25年3月末残 25年度回収等 26年3月末残

(１)－Ⅰ 3,562,887 18,000 3,544,887
未 設備資金貸付 (1件) (1件) (1件)
収
債

実 績 権 (１)－Ⅱ 182,251,154 570,500 181,680,654
と の 設備貸与 (20件) (15件) (20件)
成 果 状

況
(２)
創造的中小企 17,135,417 0 17,135,417
業創出 (1件) (1件)

＜Ｈ２５年度成果＞
・債権管理指導員を中心に未収債権管理を行い、上記の未収債権額を回収した。

＊参考
・設備資金貸付：貸付実績 374,778,000円 35件(H12～H15年度）
・設備貸与 ：貸与実績 17,185,000,000円 1,978件

（内、第1種 15,579,000,000円 1,794件(S46～H14年度)
（内、第2種 1,606,000,000円 184件(S48～H13年度)

・創造的中小企業創出
：投資実績 160,000,000円 3件(H8～H13年度）
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事業名 ９ わかやま産業技術振興事業 (１)技術研修事業

Ｈ25決算 1,604 財源内訳 国 － 県 － 負担金 638 自主財 966
源

事 業 ア 技術人材育成のための基礎技術講座開催
内 容 イ (子供向け)夏休みおもしろ科学の実験工作教室開催（和歌山高専との共催）

ア 基礎技術講座

開催月 内 容 参加者数

５月 自律型社員を目指した職場の活性化（３日間） ２１

６月 納期遵守と製造リードタイム短縮のポイント（３日間） １９

７月 品質管理手法と実践のポイント（３日間） ２０

９月 生産現場改善手法と進め方（３日間） １６

１０月 効率的な製造原価低減手法と実践のポイント（３日間） １４

１１月 食品製造業品質管理者（１日間） ２８

６講座 １１８

実 績
と
成 果

５月開催 ６月開催

＜Ｈ２５年度成果＞
・安定的に受講者数がありました。

また、受講者からアンケートを取った結果、各研修とも好評でした。

イ 夏休みおもしろ科学の実験工作教室

開催日 開 催 場 所 テーマ 参加者数

８月５日、６日 和歌山県工業技術センター（和歌山市） ４ ４２

８月７日 田辺商工会議所（田辺市） ２ ２７
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和歌山会場 田辺会場

＜Ｈ２５年度成果＞
・募集後すぐに、募集定員を可能な限り増やしました。アンケートからも参加者
(小学４年生～中学３年生)に工作内容等満足との評価をいただきました。

＊ 賛助会費で運営しています。（一部自己負担）

事業名 ９ わかやま産業技術振興事業 (２)専門技術研究会事業

Ｈ25決算 2,364 財源内訳 国 － 県 － 自主財源 2,364 その他 －

事 業 公設試験研究機関、大学等の研究員が主宰する専門技術研究会の運営費の一部を助
内 容 成

研究会名称 開催 補助金額 補助率 補助
回数 限度

感性工学を用いた県特産品の評価研究会 ５ 300,000

水産加工技術研究会 ４ 161,000

和高専地域活力支援研究会 ６ 300,000
2/3 30万円

有機太陽電池研究会 ４ 200,000 以内

実 績 繊維・プラスチック材料の基礎知識研究会 ４ 299,695
と
成 果 基礎分析技術研究会 ４ 299,887

CAEを利用したものづくり研究会 ４ 199,445

食品加工場における衛生管理研究会 ４ 258,376

環境技術研究会 ４ 177,465

日本薬局方研究会 ４ 167,943

１０研究会 ４３ 2,363,811
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研究会の様子

＊ 賛助会費で運営しています。

事業名 ９ わかやま産業技術振興事業 (３)技術情報提供事業

Ｈ25決算 239 財源内訳 国 － 県 239 負担金 － その他 －

事 業 テクノ振興部の活動を紹介する情報誌「テクノウェーブＷａｋａｙａｍａ」を
内 容 発行

毎年度１回発行(平成２５年度で｢vol.25｣)
実 績
と
成 果

＜Ｈ２５年度成果＞
・６５０部を発行。
地域イノベーション戦略支援プログラム事業等の国関連大型事業について紙面
の充実をはかり、一層の認知度ＵＰを図りました。

事業名 ９ わかやま産業技術振興事業 (４)技術交流促進事業

Ｈ25決算 1,177 財源内訳 国 － 県 1,177 負担金 － その他 －

事 業 ・産学官連携並びに人的交流の促進を図ることで､共同研究､技術移転の進展を支援
内 容 Ⅰ わかやまテクノビジネスフェア開催

Ⅱ その他各種セミナー等開催

Ⅰ 第２２回わかやまテクノ・ビジネスフェア ～わかやま発技術シーズ発表会～

産学官の情報交換・情報共有、学官のシーズの県内企業への技術移転、産学官
連携推進（新たな共同研究連携体の構築）、国プロジェクト等への発展等による新
産業の創出を目的に大学、高専、公設試等が有する日頃の研究成果や技術ノウハ
ウ、技術シーズ等の発表を行いました。
（大学院生研究成果発表会；１８テーマ、技術シーズ発表会；１８テーマ）

開催日 来場
者数 うち参加業種

実 績
と 企 業 研究支援 大学･公 金融機関 官公庁 その他
成 果 2月6日 172 機関 設試高専

53 9 65 4 12 29
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開催内容
・大学院生研究成果発表会

和歌山大学システム工学部ならびに近畿大学生物理工学部の大学院生の方
々から１８テーマの研究成果について、ショートプレゼンテーション方式（３
分）による発表の後、個別にポスター前での質疑応答・ミーティングを行い
ました。

・技術シーズ発表会
新たな産業・技術の創出を目的とした「新産業育成分野」分科会と地域資

源を活用した「地域資源活用分野」分科会の二つの分科会にわかれ、ショー
トプレゼン方式による技術シーズ、先行事例として産学官共同研究事例紹介、
また、大手企業による知的財産活用や公設試験研究機関利用の情報提供など
を行いました。

・ポスターセッション・交流会
技術シーズ発表会において発表した技術シーズや産学官連携事例紹介など

のポスター展示を行いました。大学院生研究成果発表会 最優秀賞の発表及
び表彰を行いました。

・相談ブース
特許相談（和歌山県発明協会）

和歌山県発明協会の地財コーディネータが、知的財産（特許、実用新案、
商標、意匠）の相談を行いました。

技術相談（和歌山県工業技術センター）
食品、繊維、プラスチック、木材・木製品、皮革、漆器、機械金属、電子、

化学、薬事などの技術的な相談を行いました。

経営・補助金相談（公益財団法人わかやま産業振興財団）
公益財団法人わかやま産業振興財団のコーディネーターが、ビジネスプラ

ンの構築や様々な経営課題に対しての相談及び支援策の紹介を行いました。

オープニングセレモニー 大学院生研究成果発表会

技術シーズ発表会 相談風景

＜Ｈ２５年度成果＞
・県内の技術シーズだけでなく、企業にとって有益となる情報をふんだんに盛り込
み開催しました。ビジネスにつながる様々なマッチングが行われました。
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Ⅱ その他各種セミナー

開催日 セミナー名 参加者数

8月8日 関西イノベーション国際戦略総合特区活用促進セミナー ４４

12月6日 モノづくり企業のための新成長分野参入セミナー ２６

＜Ｈ２５年度成果例＞
・新成長分野参入セミナーで使用したガイドブック「研究者に分かるモノづくり
の力」は、県内３大学の研究者に活用していただけるよう配布しました。

事業名 ９ わかやま産業技術振興事業 (５)企業交流促進事業

Ｈ25決算 1,665 財源内訳 国 － 県 自主財源 72 負担金 1,593

事 業 技術の交流、相互理解を図るためテクノサロンを開催
内 容

・開催状況(年６回開催)

開催日 内 容 参加者数

企業の技術、品質課題を容易に解決し、経営を格段に
5月17日 改善する方法 ３３

～科学的手法を活用したアプローチとマネジメント～

7月19日 企業間連携と研究開発で荒波を乗り越える！ ３６

10月28日 見学会 ①株式会社堀場製作所 ３０
②最上インクス株式会社

実 績 12月 3日 強いものづくり現場を目指す ３５
と ～ものづくり理想をトヨタから学ぶ～
成 果

1月29日 みなさんの技術を宇宙に！宇宙の技術をみなさんの会 ４３
社に！～畳製造技術が宇宙断熱材開発とドッキング～

3月 5日 売れるもん作らんかい！ ３３
～地域中小企業の底力で生まれ変わるモノ作り～

＜Ｈ２５年度成果＞
・話題性の高いテーマが参加者の好評を得ました｡

研修会(7月19日) 見学会(10月28日)



- 21 -

事業名 ９ わかやま産業技術振興事業 (６)広域的新事業支援連携事業

Ｈ25決算 365 財源内訳 国 － 県 365 負担金 － その他 －

ア 和歌山大学・近畿大学生物理工学部と県内情報サービス関連との産学官連携を
推進するため、情報サービスに係る研究成果発表会を開催し、最新の技術と知識

事 業 の普及に貢献しました。(和歌山情報サービス協会との共催）
内 容 イ 農林水産関係試験研究機関の成果発表会の開催

(県農林水産部試験研究機関との共催）
ウ １日工業技術センター(ワンディウィンテック出張技術相談会)の開催(工業
技術センター、一般社団法人和歌山県発明協会との共催）

・開催状況

分類 開催日 発表会等名 参加者数

ア 9月20日 若手研究者研究成果発表会 ３５

ア 2月 6日 大学院生研究成果発表会 ９２

イ 2月14日 水産試験場成果発表会 ７５

実 績 イ 2月14日 林業試験場成果発表会 ４６
と

成 果 ウ 10月15日 田辺商工会議所、12月13日 御坊商工会議所、2月21日
新宮商工会議所でそれぞれ相談会を実施。（相談者数３１名）

＜Ｈ２５年度成果＞
・大学院生研究成果発表会では、例年をはるかに上回る企業の方に参加いただ
き、興味深い研究内容について多くのご質問をいただきました。

若手研究成果発表会Ⅰ 若手研究成果発表会Ⅱ

大学院生研究成果発表会 １日工業技術センター
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事業名 １０ 中小企業知的財産戦略支援事業

Ｈ25決算 4,516 財源内訳 国 2,125 県 － 負担金 2,391 その他 －

事 業 外国で特許権が成立した場合等に権利を活用した事業展開を計画している和歌山
内 容 県内中小企業に対して、外国への特許・実用新案・意匠・商標出願を支援。

・支援状況

種 類 出願企業数 延べ出願国数 補助額 補助率 補助限度額

実 績 特 許 2 4 1,063 70万円以内
と １/２
成 果 商 標 5 19 1,275 30万円 〃

＜Ｈ２５年度成果＞
・外国出願の重要性を啓発し案件の掘り起こしを行うことで、支援出願企業数・
延べ出願国数は年々増加しています。（前年；出願企業数６件・延べ出願国数
１２件）

事業名 １１ 戦略的基盤技術高度化支援事業

Ｈ25決算 49,712 財源内訳 国 49,712 県 － 負担金 － その他 －

事 業 県内ものづくり技術高度化に向け、県内企業等の共同研究体が国の大型研究開発
内 容 型事業(＊)の委託を受けるための支援及び受託共同研究体管理法人業務を実施

・２５年度財団が管理法人となり実施中の事業

分野数・共同研究体数 延べ構成員数 事業費(受託額) 受託期間

２分野・２共同研究体 ６事業体 ５１,３８８ ～H25･･･1件
（財団除く） ～H26･･･1件

実 績 参考) ・上記のこれまでの受託額；１６８,０７４千円
と ・上記以外に過去３件受託(～H24年度)
成 果

＊国の大型研究開発型事業(戦略的基盤技術高度化支援事業(サポイン事業))
◎「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律」に基づき認定を
受けた特定研究開発等計画を基本とした研究開発等のうち事業提案が採択
されたものについて、国が委託事業として支援
・対象分野；法に基づくものづくり技術２２分野
・委 託 費；一般型 初年度4,500万円以内

小規模事業者型 初年度2,300万円以内
・期 間；2～3ヵ年(2年目以降、委託額は逓減)

＜Ｈ２５年度成果例＞
・過去３件の研究開発に関連する累計売上高は約３１，０００千円となります。
・２５年度が最終年度のＡ企業においても研究開発が予定どおり完了し、事業化
に向け川下企業と交渉をはじめております。
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事業名 １２ 地域イノベーション戦略支援プログラム事業

H25決算 33,523 財源内訳 国 33,152 県 － 負担金 371 その他 －

事 業 地域イノベーション戦略支援プログラム事業（文部科学省補助事業）を推進
内 容 和歌山県特産農産物を活用した健康産業イノベーションの創出を目指す

（マッチングファンド方式 国：地域資金＝１：１）

◇地域イノベーション戦略支援プログラムとは
○テーマ：「地域資源を活かした健康産業イノベーション

～県民健康力の向上と保健機能製品の世界展開～」

○事業期間：平成24年度～平成28年度
○ｺ ﾝ ｾ ﾌ ﾟ ﾄ：１．「医」及び「農」分野の中核的研究者集積を行い、その基礎と

なる県特産農産物由来成分の有用性、特に保健機能性に関す
るエビデンスの蓄積を図る。

２．新たな加工技術による食品の交付加価値化を推進する。
３．地域住民のライフスタイルと健康特性に関する研究を進め、

食と運動を結びつけた健康長寿づくりとその知見を活かした
健康産業の創出を目指す。

◇会議運営
以下の各会議を開催し、関係機関と連携しながら事業を推進した。
①地域イノベーション推進協議会 2回 ②事業推進委員会 2回
③農産物有用化合物活用研究会 5回 ③元気シニア社会実務連携会議 11回
⑤事業戦略会議 23回 ⑥外部評価委員会 1回

実 績
と ◇対外的な成果・進捗報告等
成 果 ○アグリビジネス創出フェア出展

・平成25年10月23日～25日 東京ビッグサイト 参加者数120名
・梅酢から抽出した梅ポリフェノール原体、クエン酸発酵による柿酢及び
梅の新品種である露茜の飲料の試作品等を展示。「和歌山県特産果樹を利
用した機能性食品の研究開発」についてのプレゼンテーション。

○シンポジウム
・平成25年11月26日 ホテルグランヴィア和歌山 参加者数106名
・地域産学官金の各参画機関関係者への事業進捗状況の報告及び外部講演
・テーマ：健康と食品機能の将来戦略

○成果報告会
・平成26年3月11日 ダイワロイネットホテル和歌山 参加者数129名
・今年度の研究開発や取組の現状・課題を広く地域の皆様に紹介

ｱｸﾞﾘﾋﾞｼﾞﾈｽ創出ﾌｪｱ出展 シンポジウム 成果報告会
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事業名 1３ 地域需要創造型等起業・創業促進事業

Ｈ25決算 2,920 財源内訳 国 2,920 県 － 負担金 － その他 －

事業 創業補助金の事務局として、独立行政法人中小企業基盤整備機構から委託を受け、
内容 補助金の受付・交付、地域審査会の運営等の事務を実施。

○創業補助金
新たな需要や雇用の創出等を促す創業（第二創業を含む。）に要する経費の
一部を助成

類 型 補助率 補助限度額
実 績
と 地域需要創造型起業・創業 100万円～200万円
成 果

第二創業 2/3以内 100万円～500万円

海外需要型起業・創業 100万円～700万円

（国の24年度補正予算事業分）

＜Ｈ２５年度成果＞
・平成２４年度補正事業として１５件採択


